
2025 年度
聖徳学園中学校 適性検査（共通２科型）

適性検査Ⅰ・Ⅱ 解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。



適
性
検
査Ⅰ

〈
共
通
２
科
型
〉
解
答
例
／
解
説 

 

文
章
１ 

 

出
典
は
、
外
山
滋
比
古『
日
本
語
の
個
性
』に
よ
る
。英
文
学
者
で
あ
り
言
語

学
者
で
も
あ
る
著
者
が
、言
葉
と
現
実
の
体
験
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

文
学
や
和
歌
の
世
界
で
は
、
自
然
の
事
物
を
実
際
に
知
ら
な
く
て
も
、
イ
メ
ー

ジ
の
み
に
注
視
し
て
秀
作
が
作
ら
れ
る
と
い
う
日
本
文
学
の
伝
統
が
あ
る
が
、

現
実
の
体
験
を
も
た
な
い
ま
ま
で
は
、
言
葉
の
意
味
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
も
の
を
見
る
こ
と
に
つ
い
て
筆

者
の
懸
念
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。 

 

文
章
２ 

 

出
典
は
、
樋
口
裕
一『「
頭
が
い
い
」の
正
体
は
読
解
力
』に
よ
る
。小
論
文
・

作
文
指
導
の
教
育
者
で
あ
る
著
者
が
、
読
解
力
を
つ
け
る
方
法
に
つ
い
て
説
明

し
た
文
章
で
あ
る
。
著
者
は
、
読
解
力
は
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原

形
を
形
作
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
読
書
が
昔
ほ
ど
当
然
の
行
為
で
な

く
な
っ
た
今
の
時
代
に
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
効
率
的
に
読
解
力
を
つ
け
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。

〔
問
題
１
〕 

解
答
例 

〈
文
章
１
〉 

物
事
を
身
に
し
み
て
理
解
で
き
ず
、心
の
た
く
ま
し
さ
を
失
う

こ
と
に
な
る
。（
三
十
字
） 

〈
文
章
２
〉 

ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
を
見
て
も
、本
当
の
意
味
で
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。（
三
十
字
） 

【
解
説
】 

 

文
章
１
で
は
、
現
実
の
体
験
に
欠
け
る
と
、
言
葉
を
教
え
て
も
「
す
べ
て
は

空
の
空
な
る
わ
か
り
方
を
す
る
。身
に
し
み
て
わ
か
る
こ
と
が
な
い
」と
あ
る
。

家
康
の
言
葉
の
比
喩
を
理
解
す
る
に
は
「
重
い
荷
物
を
も
つ
」
と
い
う
現
実
の

体
験
が
な
く
て
は
真
に
理
解
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
を
は

っ
き
り
見
る
現
実
の
体
験
な
し
に
、
用
意
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
も
の
を

見
る
こ
と
が
普
通
に
な
る
と
「
心
の
た
く
ま
し
さ
を
失
う
こ
と
に
な
る
」
と
あ

る
の
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
。
文
章
２
で
は
、
読
解
力
を
つ
け
る
に
は
、「
言

葉
を
実
際
に
使
う
こ
と
、
文
章
を
書
く
こ
と
」
と
い
う
現
実
の
経
験
が
必
要
な

こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
例
え
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ッ

カ
ー
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
見
る
に
も
経
験
が
必
要
で
あ
り
、「
経
験
の
な
い
人

が
い
く
ら
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
も
～
本
当
の
意
味
で
理
解
し
て
い
る
と
は
思
え

な
い
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、現
実
の
経
験
が
な
け
れ
ば
、ス
ポ
ー
ツ
を
本
当
の
意

味
で
は
理
解
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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Ⅰ



〔
問
題
２
〕 

解
答 

 
家
康
が
、
～
れ
な
い
。 

【
解
説
】 

 

文
章
２
で
は
、「
読
解
力
の
低
下
」
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
常
識
的
な
読
み
取
り

が
理
解
で
き
な
い
人
が
ク
レ
ー
マ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
文
章
１
の
冒
頭
で
は
、
家
康
の
「
人
生
は
重
き
荷
を
負
っ
て
遠
い

道
を
行
く
よ
う
な
も
の
だ
」と
い
う
比
喩
は「
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
、長
い
道

の
り
を
歩
く
の
は
辛
い
」
と
い
う
体
験
が
な
け
れ
ば
「
身
に
し
み
て
わ
か
る
こ

と
が
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
家
康
の
時
代
で
あ
れ
ば
、「
重
き
荷
を
負
っ

て
遠
い
道
を
行
く
」
こ
と
が
辛
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で
も
共
通
し
て
理

解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、現
代
で
は
そ
の
経
験
が
な
い
人
も
い
る
。つ

ま
り
、
こ
れ
は
、
現
実
の
体
験
の
不
足
に
よ
り「
読
解
力
の
低
下
」
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
の
例
な
の
で
あ
る
。 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 
 

ま
ず
は
問
題
と
条
件
を
よ
く
読
ん
で
、
作
文
の
テ
ー
マ
と
文
章
か
ら
読
み
取

る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条
件
が
合
わ
な
い
と
、
減
点
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
た
い
。
ま
ず
、
条
件
①
と
し
て
、
文
章
１
ま

た
は
文
章
２
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
読
解
力
に
対
す
る
考
え
方
を
読
み
取
っ
て
ま

と
め
る
こ
と
で
あ
る
。ど
ち
ら
か
一
方
に
触
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
文
章
１
で
は
、

現
実
の
体
験
に
根
差
し
た
読
解
力
が
心
の
た
く
ま
し
さ
を
育
て
、
相
手
の
言
葉

を
真
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
、
文
章
２
で
は
、
読
解
力
を

つ
け
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
と
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
の

ど
ち
ら
か
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
か
、自
分
の
考
え
を
書
く
。ど
の
よ
う
な
方
法
で
、ど
の

よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
た
い
の
か
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条

件
②
の
段
落
分
け
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 
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〔
問
題
２
〕 

解
答 

 

家
康
が
、
～
れ
な
い
。 

【
解
説
】 

 

文
章
２
で
は
、「
読
解
力
の
低
下
」
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
常
識
的
な
読
み
取
り

が
理
解
で
き
な
い
人
が
ク
レ
ー
マ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
文
章
１
の
冒
頭
で
は
、
家
康
の
「
人
生
は
重
き
荷
を
負
っ
て
遠
い

道
を
行
く
よ
う
な
も
の
だ
」と
い
う
比
喩
は「
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
、長
い
道

の
り
を
歩
く
の
は
辛
い
」
と
い
う
体
験
が
な
け
れ
ば
「
身
に
し
み
て
わ
か
る
こ

と
が
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
家
康
の
時
代
で
あ
れ
ば
、「
重
き
荷
を
負
っ

て
遠
い
道
を
行
く
」
こ
と
が
辛
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で
も
共
通
し
て
理

解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
、現
代
で
は
そ
の
経
験
が
な
い
人
も
い
る
。つ

ま
り
、
こ
れ
は
、
現
実
の
体
験
の
不
足
に
よ
り「
読
解
力
の
低
下
」
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
の
例
な
の
で
あ
る
。 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

 

ま
ず
は
問
題
と
条
件
を
よ
く
読
ん
で
、
作
文
の
テ
ー
マ
と
文
章
か
ら
読
み
取

る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条
件
が
合
わ
な
い
と
、
減
点
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
た
い
。
ま
ず
、
条
件
①
と
し
て
、
文
章
１
ま

た
は
文
章
２
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
読
解
力
に
対
す
る
考
え
方
を
読
み
取
っ
て
ま

と
め
る
こ
と
で
あ
る
。ど
ち
ら
か
一
方
に
触
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
文
章
１
で
は
、

現
実
の
体
験
に
根
差
し
た
読
解
力
が
心
の
た
く
ま
し
さ
を
育
て
、
相
手
の
言
葉

を
真
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
、
文
章
２
で
は
、
読
解
力
を

つ
け
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
と
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
の

ど
ち
ら
か
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
か
、自
分
の
考
え
を
書
く
。ど
の
よ
う
な
方
法
で
、ど
の

よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
た
い
の
か
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条

件
②
の
段
落
分
け
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

１ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

５０ 

 

 

【解 説】 

２位以下の合計得点をもとにして考えます。それぞれの小学校の２位以下の合

計得点は、Ａ小学校が、４×２＋２×１５＝３８(点)、Ｂ小学校が、４×２＋２

×１４＝３６(点)、Ｃ小学校が、４×６＋２×１１＝４６(点)です。２位以下の

合計得点が最も多いＣ小学校より、Ｂ小学校の合計得点が１点でも多ければＢ

小学校が１位になります。Ｂ小学校とＣ小学校の２位以下の合計得点の差は、 

４６－３６＝１０(点)なので、Ｂ小学校の１位の得点が、Ｃ小学校の１位の得点

より、１０＋１＝１１(点)多い必要があります。また、Ｂ小学校の１位の人数は

４人、Ｃ小学校の１位の人数は３人なので、１位の得点を□点とすると、Ｂ小学

校の１位の得点は、（□×４）点、Ｃ小学校の１位の得点は、(□×３)点と表す

ことができます。よって、(□×４)－(□×３)＝１１(点)となる□にあてはまる

数は、(□×４)－(□×３)＝□×(４－３)＝□×１＝１１(点)より、□＝１１で

す。 

〔理由の説明〕 
２位以下の合計得点は、Ａ小学校が、４×２＋２×１５＝３８(点)、Ｂ小学

校が、４×２＋２×１４＝３６(点)、Ｃ小学校が、４×６＋２×１１＝４６

(点)となり、Ｂ小学校とＣ小学校の２位以下の合計得点の差は、４６－３６

＝１０(点)となっている。Ｂ小学校の合計得点が、Ａ小学校、Ｃ小学校の合

計得点より高くなるには、Ｂ小学校の１位の得点が、Ｃ小学校の１位の得点

より、少なくとも、１０＋１＝１１(点)多くならなければならない。また、

Ｂ小学校の１位の人数は、Ｃ小学校の１位の人数より１人多いから、１位の

得点は、１１÷１＝１１(点)以上であればよい。 

最も低い得点（  １１  ）点 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

特別点を加える前のそれぞれの小学校の合計得点は、Ａ小学校は、１１×３＋４

×２＋２×１５＝７１(点)、Ｂ小学校は、１１×４＋４×２＋２×１４＝８０

(点)、Ｃ小学校は、１１×３＋４×６＋２×１１＝７９(点)となります。特別点

を加えた後のＡ小学校の総合点が、Ｂ小学校やＣ小学校の総合点よりも高くな

るには、全体の１位の選手はＡ小学校にいなければならないので、そのときのＡ

小学校の総合点は、７１＋２４＝９５(点)となります。また、全体の２位の選手

がＢ小学校にいるとすると、Ｂ小学校の総合点は、８０＋１５＝９５(点)となり、

Ａ小学校の総合点と等しくなってしまいます。よって、条件に合うようにするに

は、２位の選手はＣ小学校、３位の選手はＢ小学校にいるということになります。

そのときのＢ小学校の総合点は、８０＋６＝８６(点)、Ｃ小学校の総合点は、 

７９＋１５＝９４(点)となり、条件に合うことがわかります。 

  

Ａ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×２＋２×１５＋２４＝９５ 

 

                  得点（  ９５  ）点 

Ｂ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×４＋４×２＋２×１４＋６＝８６ 

 

                  得点（  ８６  ）点 

Ｃ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×６＋２×１１＋１５＝９４ 

 

                  得点（  ９４  ）点 

 

 １位  Ａ  小学校 ２位  Ｃ  小学校 ３位  Ｂ  小学校 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

特別点を加える前のそれぞれの小学校の合計得点は、Ａ小学校は、１１×３＋４

×２＋２×１５＝７１(点)、Ｂ小学校は、１１×４＋４×２＋２×１４＝８０

(点)、Ｃ小学校は、１１×３＋４×６＋２×１１＝７９(点)となります。特別点

を加えた後のＡ小学校の総合点が、Ｂ小学校やＣ小学校の総合点よりも高くな

るには、全体の１位の選手はＡ小学校にいなければならないので、そのときのＡ

小学校の総合点は、７１＋２４＝９５(点)となります。また、全体の２位の選手

がＢ小学校にいるとすると、Ｂ小学校の総合点は、８０＋１５＝９５(点)となり、

Ａ小学校の総合点と等しくなってしまいます。よって、条件に合うようにするに

は、２位の選手はＣ小学校、３位の選手はＢ小学校にいるということになります。

そのときのＢ小学校の総合点は、８０＋６＝８６(点)、Ｃ小学校の総合点は、 

７９＋１５＝９４(点)となり、条件に合うことがわかります。 

  

Ａ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×２＋２×１５＋２４＝９５ 

 

                  得点（  ９５  ）点 

Ｂ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×４＋４×２＋２×１４＋６＝８６ 

 

                  得点（  ８６  ）点 

Ｃ小学校の総合点 

〔式〕 

 １１×３＋４×６＋２×１１＋１５＝９４ 

 

                  得点（  ９４  ）点 

 

 １位  Ａ  小学校 ２位  Ｃ  小学校 ３位  Ｂ  小学校 

２ 
〔問題１〕 

【解 説】 

泉佐野市としては、農業を始めたい人や若い世代で仕事をしていない人に対し

て、職に就くことを前提にして農業技術などの職業訓練を行うことができます。

また、人口が少しずつ減少している弘前市としては、そのような人たちに農業に

関わってもらうことで労働力不足を解決することができます。図２、図３からこ

のプロジェクトに参加する人の年齢について考え、答えをまとめましょう。 

 

  

 

（選んだ一つを〇で囲みなさい。） 
泉泉佐佐野野市市                  弘弘前前市市  

（例）・泉佐野市 泉佐野市で仕事をしていない 20～29歳の人数が増加し

ているという課題に対して、これらの人たちに農業などの技術を身

につけるための職業訓練などを行うことで、職に就く機会を与える

ことができる。 

・弘前市 弘前市の農業従事者のうち若者の割合が低いという課題

に対して、泉佐野市から人がくることで、若い年代の農業従事者が

増加し、農業の後継者不足を解消することができる。 
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〔問題２〕 

【解 説】 

「農業女子プロジェクト」のメンバーの年齢構成を見ると、女性の農業従事者の

中で割合が低い 40代までのメンバーが多いことから、このプロジェクトがもっ

と広まることで、若い年代の農業従事者を増やすこと、農業従事者数を維持する

ことが期待されます。また、自分たちの声が反映されやすい状況であることは、

自分たちの力で今よりも働きやすい環境をつくり出すことにもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔「農業女子プロジェクト」が農業にもたらす役割〕 
（例）女性の農業従事者の数の減少や高齢化に対して、若い年代の女性の

農業従事者の数を増やすことで、農業従事者数を維持することがで

きる。 

〔「農業女子プロジェクト」の取り組みが女性の農業従事者に対して与えた効果〕 

（例）女性の農業従事者の声を商品に反映し、女性でもあつかいやすい農

具などを開発していくことにより、女性の農業従事者が働きやすい

環境が生まれ、女性が農業に従事しやすくなった。 
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３ 
〔問題１〕 

 
【解 説】 

鉄粉には磁石に引きつけられる性質があります。２４時間置いた後のペットボ

トルの中身が磁石に引きつけられたことから、ペットボトルの中には鉄粉が残

っていると考えられます。この実験ではペットボトルのふたを閉めたままであ

ったため、新しい空気が入ってきませんでした。そのため、ペットボトル内の酸

素がすべて鉄粉などと結びついて使われると、残りの鉄粉は酸素と結びつくこ

とができず、そのまま残ります。 

 

  

（例）ペットボトル内の酸素は、すべてペットボトルに入れたカイロの粉の中 

 

の鉄粉と結びつき、２４時間置いた後のペットボトルの中には酸素と結びついて 

 

いない鉄粉が残っている。 
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〔問題２〕 

 
【解 説】 

実験のペットボトル内に注目します。ペットボトル内の空気中の酸素の体積は、

カイロが使った酸素の体積と等しく、カイロが使った酸素の体積の分だけペッ

トボトルがへこんだと考えられます。また、ペットボトルがへこんだ分の体積は、

形がへこむ前のペットボトル全体の体積と２４時間置いた後の形がへこんだペ

ットボトル全体の体積の差であり、これはあふれた水の体積と等しく、８５.０

cm３となります。さらに、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトル内の空

間の体積と等しいと考えると、ペットボトルの内側の体積からカイロから取り

出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等しくなります。よって、

空気中の酸素の体積の割合は、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積

－カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５.０÷

（５２０－９０）×１００＝１９.７６…より、１９.８％とわかります。 

〔式と文章〕 

（例）空気中の酸素の体積の割合を求める式は、空気中の酸素の体積÷空気の 

 

体積×１００（％）で表される。実験で、ペットボトル内の空気中の酸素の体 

 

積は、ペットボトルがへこんだ分の体積と等しく、これはあふれた水の体積と 

 

も等しい。また、ペットボトル内の空気の体積は、ペットボトルの内側の体積 

 

から、カイロから取り出してペットボトルに入れた粉の体積を引いたものと等 

 

しい。よって、空気中の酸素の体積の割合を、実験の結果の表にある値を利用 

 

して求めるには、あふれた水の体積÷（ペットボトルの内側の体積－カイロか 

 

ら取り出してペットボトルに入れた粉の体積）×１００＝８５÷ 

 

（５２０－９０）×１００の計算をすればよい。 

 

空気中の酸素の体積の割合： １９.８  ％ 

 

─8─


	表紙_共通2科型
	聖徳中高_解答解説_共通2科型（適性検査Ⅰ_Ⅱ）



